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［点鐘］ 

［ロータリーソング］R-O-T-A-R-Y 

［着席方法］部門別 

［3 分間スピーチ］松窪会員 

        

 

【会長エレクト挨拶】 

★楽しもう、ロータリー活動を ★友達になろう、ロータ

リアンと ★生涯を全うしよう、ロータリーで 

 １．概略 

（１）上部方針の理解 

新年度の国際ロータリーテー

マ making a difference  と、

PETS で出された骨太の地区方針

である「研修をじっくりやって、

ロータリーの楽しさを、特に新入会員を中心に実感して

もらう」、さらに地区協議会での諸々の指導事項を充分

に理解し、当ロータリーなりに咀嚼しながら、慣例に縛

られることなく、新しい時代に長期的に対応できる、持

続可能な奉仕活動を実行して参ります。  

（２）私の当ロータリーでの立ち位置 

34 歳で入会し、仕事にかまけて出席もままならず、熱

心なロータリアンではありませんでしたが、一昨年の副

会長就任時から、少しずつ精進し、長年のお返しをさせ

て頂く時が参りました。 

   会社経営においては、厳しい経営環境を乗り越える

ために目標を立てて、トップダウンとボトムアップの両

方のマネジメントを組み合わせて、サバイバルを図って

参りましたが、ロータリー組織においては、少なくとも

私の年度は、会長というトップの立場というよりも、ロ

ータリアンの皆様の世話人的な立場で、伝統を引き継ぎ、

新しい時代に対応できるような組織にしたいと考えて

います。 

（３）当年度のキャッチフレーズ 

（１）（２）の考えから、テーマとしては、上記の３

つのテーマを掲げました。 

どれも難しく考えるのではなく、自然体で、いい意味

での鹿児島弁の「てげてげ」＝丁度良い加減（just right）

で、当ロータリーが次年度以降に引き継がれていけばい

いと思っています。 

２．具体的活動 

それぞれの部門の責任者におまかせすることになり

ますので、ご協力のほど宜しくお願い致します。 

特記事項として、以下の点を付記します。 

（１）来年 12 月の創立 60 周年事業に向けて、今年度が、

前年度のホップから来年度のジャンプへの中盤のス

テップの年度であることを意識して、準備して参りま

す。この 3年連続会長のコンセンサスが、ガバナーの

要請する新しい時代に対応した長期戦略に繋がると

確信しています。 

 （２）ロータリーの移行期に伴う諸々の作業、例えば定

款と細則等については、会員が議論した結果、前年度

に完成されましたので、これらが当ロータリーのその

後の現実に合うのかを検証しながら、新しい時代に対

応して参ります。 特に、会員の種類については、様々

な会員の意見があることを踏まえて、柔軟な対応をし

て参ります。 

（３）当ロータリーの奉仕活動の大切な財産となっている

児童虐待防止活動、国際交流活動、職業奉仕賞の 3つ

を今後の戦略の大きな柱と位置付けて、新時代の持続

可能なロータリー活動に発展させて参ります。  

（４）研修活動を、従来に引き続き活発に行って参ります。 

（５）会員増強については、50 名以内のクラブは純増 1

名との方針が出されていますので、努力して参ります。 

（６）職業奉仕の重要性を、前年度の精神において、今年

度も続けて認識し、活動して参ります。 

   ロータリー運動が倫理の実践とのガバナーの指導は、

次の記事により賛同できる考えであるので、実行して

参ります。 なお、公共イメージの向上については、

今までも会員所属のマスメディア等を通じて行って

参りましたが、今後とも一層努力致します。 

（７）PETS で指摘された、IT の利用、MY ROTARY の活用等

について、若手ロータリアンを中心にチャレンジして

参ります。 

 以上について、皆様のご指導とご協力を宜しくお願い致

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年 5 月 31 日 第 2846 回例会 

宮田会員 

寄付 

★ロータリー財団 永田会員 

            累計 95,000 円 

★米山記念奨学会 永田会員、武井会員 

            累計 95,000 円 


